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組合員の購読料は組合費に含まれております

C O N T E N T S
２面…秋田県から前横手支部長の橋本マリ子

さんが発表しました/樹氷に魅せられて
/令和６年度「秋田県相談支援連絡協議
会」/３つの安心共済/衛生管理講習会
を受講しましょう！

３面…秋田市『如斯亭庭園ひな人形の展示』/
田沢湖高原雪まつり/横手のかまくらへ

４面…つぶやきペンリレー/日本公庫の生活衛
生改善貸付/福祉共済制度利用者の声/
着付け技能検定/組合諸制度利用状況


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


理
事
長　

明　

石　
　
　

徹

　

今
年
も
雪
の
少
な
い
暖
冬
か
な
と
思
っ
て
い
た
が
２
月
に
二
度

も
の
大
寒
波
で
皆
さ
ん
除
雪
作
業
に
ご
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
年
度
末
の
３
月
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
の

事
業
の
報
告
並
び
に
決
算
見
込
み
等
悩
ま
し
い
時
で
す
が
ひ
た
す

ら
前
向
き
に
捉
え
ま
す
。

　

組
合
員
増
強
運
動
、
組
織
強
化
事
業
は
秋
田
県
美
容
組
合
の
最

大
の
事
業
な
の
で
す
が
毎
年
毎
年
思
う
様
に
成
果
が
得
ら
れ
ま
せ

ん
が
来
年
度
も
対
策
を
講
じ
て
行
き
ま
す
。

　

秋
田
県
の
少
子
高
齢
化
で
組
合
員
の
高
齢
化
も
あ
り
廃
業
、
退

会
に
歯
止
め
が
効
き
ま
せ
ん
。
来
年
度
に
む
け
て
組
合
員
の
減
少

を
受
け
止
め
秋
田
県
美
容
組
合
の
経
費
削
減
の
一
つ
に
毎
月
発

行
の
﹇
び
よ
う
秋
田
﹈
を
年
４
回
発
行
に
す
る
事
を
理
事
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
毎
月
の
情
報
は
ど
う
な
る
の
と
思
わ
れ
る
か

と
思
い
ま
す
が
美
容
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
２
月
28
日
に
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
居
り
ま
す
。
ス
マ
ホ
、
Ｐ
Ｃ
対
応
に
し
ま
し
た
。

組
合
事
業
、
情
報
等
直
ぐ
に
閲
覧
出
来
ま
す
の
で
皆
さ
ん
ア
ク
セ

ス
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
他
に
も
削
減
事
項
は
あ
り
ま
す
が

理
事
会
終
了
後
に
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

組
合
運
営
が
大
変
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
の

ご
理
解
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本　　　社 /〒010-1413　秋田市御所野地蔵田 2 丁目 2-7　　TEL ���-���-����　FAX ���-���-����
弘前営業所 /〒036-8052　弘前市堅田 5 丁目 16-20　　　　　TEL・FAX ����-��-����

株式会社アープ

組合ホームページがスマートフォン対応になりました
「びよう秋田」題字に掲載のＱＲコードを読み込んでください

お

知

ら

せ

　
組
合
活
動
報
告
や
組
合
員
へ
の
お
知
ら
せ
な
ど
随
時

更
新
し
て
い
ま
す
。

美

容

新

聞

　
発
行
済
み
の
新
聞
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

美
容
組
合
に
つ
い
て

　
理
事
長
あ
い
さ
つ

　
支
部
長
名
簿　
組
合
18
支
部
の
支
部
長
の
連
絡
先
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

組
合
の
主
な
事
業

『
美
容
組
合
取
扱
商
品
』

青
色
簡
易
帳
簿
、
白
色
簡
易
帳
簿
、
各
種
ウ
ィ
ッ
グ
、

タ
オ
ル
・
ゴ
ム
手
袋
な
ど
を
斡
旋
し
て
い
ま
す
。

お
買
い
求
め
は
、
支
部
長
又
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

な
お
、
タ
オ
ル
・
ゴ
ム
手
袋
の
販
売
は
期
間
限
定
で

す
。

『
共
済
事
業
』

美
容
所
賠
償
責
任
補
償
制
度

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
事
故
報
告
書
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

総
合
福
祉
共
済
制
度

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
特
別
給
付
金
請
求
書
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

休
業
補
償
共
済
制
度

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『
融
資
相
談
事
業
』

振
興
事
業
貸
付
、
生
活
衛
生
改
善
貸
付
の
ご
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

『
衛
生
水
準
の
向
上
に
関
す
る
事
業
』

支
部
ご
と
に
衛
生
管
理
講
習
会
を
開
催
し
、
受
講
者
に

は
受
講
済
み
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

開
催
の
予
定
な
ど
に
つ
い
て
は
、
支
部
長
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

『
技
能
指
導
事
業
』

全
日
本
美
容
技
術
選
手
権
大
会
、
Ｔ
Ｍ
モ
ー
ド
発
表
普

及
講
習
会
、
そ
の
他
技
術
講
習
会

『
広
報
事
業
』

び
よ
う
秋
田
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
年
４
回
の
発
行
に

な
り
ま
す
。

夏
号
（
６
月
15
日
）
秋
号
（
９
月
15
日
）
冬
号
（
12
月

15
日
）
春
号
（
３
月
15
日
）

全
美
連
発
行
の
広
報
誌
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ｉ
の
購
読
は
、
支
部

長
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

お
問
合
わ
せ

　
お
急
ぎ
の
お
問
合
わ
せ
は
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。
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樹
氷
に
魅
せ
ら
れ
て

秋
田
東
支
部　

山
本
久
博

　

今
年
も
お
陰
様
で
元
気
に
樹
氷
と
戯
れ
て
い

る
。
せ
っ
か
く
雪
国
秋
田
に
暮
ら
す
の
だ
か
ら
こ
ん

な
素
敵
な
景
色
を
見
逃
す
の
は
勿
体
無
い
。
そ
う
言

え
ば
お
店
を
開
店
し
よ
う
と
秋
田
に
戻
っ
た
大
き
な

理
由
の
一
つ
が
冬
に
ス
キ
ー
が
出
来
る
こ
と
だ
っ

た
。
仕
事
に
追
わ
れ
て
し
ば
ら
く
遠
ざ
か
っ
て
い
た

が
、
一
念
発
起
し
て
再
び
脚
力
を
鍛
え
始
め
た
。
幸

い
高
校
時
代
の
悪
友
達
が
私
の
誘
い
に
乗
っ
て
く
れ

て
み
ん
な
で
２
度
目
の
青
春
を
謳
歌
し
て
い
る
。
あ

の
頃
と
大
き
く
違
う
の
が
今
は
ス
キ
ー
板
が
短
く
幅

広
に
な
っ
て
扱
い
易
い
の
と
、
ゲ
レ
ン
デ
が
よ
く
整

備
さ
れ
て
い
る
事
だ
、
さ
ら
に
は
リ
フ
ト
も
空
い
て

い
て
待
ち
時
間
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
秋
田
県
は
特
に

元
気
な
シ
ニ
ア
世
代
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
為
の
優
遇
措

置
が
充
実
し
て
い
る
。
70
歳
に
な
れ
ば
購
入
で
き
る

と
い
う
ゴ
ー
ル
ド
パ
ス
を
購
入
し
た
。
こ
れ
で
死
ぬ

ま
で
、
田
沢
湖
ス
キ
ー
場
で
は
リ
フ
ト
券
を
買
わ

ず
に
楽
し
め
る
の
だ
。
口
の
悪
い
仲
間
が
「
ヒ
サ

ヒ
ロ
、
ん
め
、
な
ん
ぼ
に
な
る
ま
で
滑
る
つ
も
り

だ
？
」
と
冷
や
や
か
に
笑
う
。

　

「
と
り
あ
え
ず
90
ま
で
は
行
げ
る
べ
…
」
と
強

が
っ
て
ヒ
ン
シ
ュ
ク
を
買
っ
て
い
る
が
、
本
人
は
い

た
っ
て
本
気
で
い
る
の
だ
…
。
し
か
し
最
近
は
写
真

の
よ
う
に
樹
氷
の
美
し
い
森
吉
山
に
行
く
機
会
が
増

え
た
為
に
田
沢
湖
の
ゴ
ー
ル
ド
パ
ス
の
出
番
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
…
。
ま
あ
そ
れ
も
良
し
と
し
よ

う
。
何
と
言
っ
て
も
日
本
三
大
樹
氷
と
神
秘
の
青
い

湖
の
田
沢
湖
が
秋
田
県
に
あ
る
の
だ
か
ら
…

　

高
齢
化
︰
？　

人
口
減
少
︰
？　

熊
の
出
没

︰
？　

そ
れ
が
ど
う
し
た
…

　

豊
か
な
自
然
と
旨
い
料

理
と
酒
、
そ
し
て
美
人
の

住
む
町
が
あ
る
で
は
な
い

か
…

　

個
人
的
に
は
秋
田
の
後

輩
美
容
師
達
の
技
術
も
世

界
に
誇
り
た
い
の
だ
が
…

秋
田
県
か
ら
前
横
手
支
部
長
の

橋
本
マ
リ
子
さ
ん
が
発
表
し
ま
し
た

　

２
月
21
日
、
全
国
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

主
催
の
「
生
衛
組
合
活
性
化
塾
」
が
東
京
都
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
に
お
け
る
生
衛
業

の
役
割
」
で
、
全
国
生
衛
組
合
の
取
り
組
み
を
４
県

が
紹
介
し
、
秋
田
県
は
横
手
市
で
行
っ
て
い
る
高
齢

者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
と
美
容
店
に
お
け
る

高
齢
者
の
見
守
り
事
例
を
前
支
部
長
の
橋
本
マ
リ
子

さ
ん
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
を
通
し
、
生
衛
業
者
、
生
衛
組

合
、
指
導
セ
ン
タ
ー
が
地
域
社
会
の
在
り
方
を
考

え
、
情
報
共
有
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
、
組
合
活
動

の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度

﹁
秋
田
県
相
談
支
援
連
絡
協
議
会
﹂

　

令
和
７
年
２
月
13
日
（
木
）
イ
ヤ
タ
カ
に
て
21
名

が
出
席
し
「
秋
田
県
相
談
支
援
連
絡
協
議
会
」
が
行

わ
れ
組
合
か
ら
は
明
石
理
事
長
と
事
務
局
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

講
演
は
中
小
企
業
診
断
士
の
松
舘
文
子
に
よ
る

「
働
く
世
代
の
た
め
の
老
後
準
備
講
座
」
～
知
っ
て

お
き
た
い
年
金
制
度
と
生
活
設
計
～
に
つ
い
て
で
し

た
。

　

老
後
、
年
金
だ
け
で
は
生
活
資
金
が
毎
月
約
５
万

円
不
足
す
る
と
い
う
、
２
千
万
円
問
題
は
ど
う
い
う

こ
と
か
、
か
ら
講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
公
的
年
金
に
つ
い
て
、
繰
り
上
げ
と

繰
り
下
げ
受
給
の
受
給
開
始
年
齢
と
総
額
の
推
移
に

つ
い
て
、
ま
た
年
金
不
足
分
を
補
う
方
法
と
し
て
、

資
産
形
成
の
種
類
と
特
徴
に
つ
い
て
と
、
色
々
な
こ

と
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
を
聞
い
て
、
老
後
資
金
の
準
備
を
考
え
る
と

き
に
月
々
の
生
活
費
を
計
算
し
て
き
ち
ん
と
把
握
し

て
お
く
こ
と
が
、
と
て
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全日本美容業生活衛生同業組合連合会
このチラシは概要を説明したものです。
詳しい内容については各都道府県美容組合までお問い合わせください。

休業補償休業補償休業補償休業補償

仕事をお休みした時に…

1 か月あたりの負担額が 500円(1口)で
最長 1年間休業中の暮らしをバックアップ！

￮ 美容業にぴったりの充実した補償。
￮ ケガだけでなく病気も補償。
￮ 医師の指示による通院・自宅療養期間も補償。医師の指示による通院・自宅療養期間も補償。

共済制度休業補償共済制度共済制度休業補償共済制度休業補償

1店舗あたり年間 1,600円の掛金で
1事故につき最大 1億円を補償！

￮ パーマやカラーの事故（かぶれや衣服の汚れ）などを補償。
その他、預かったメガネやバッグの破損なども補償。

￮ 訪問美容、ネイル、エステ、まつ毛エクステの事故も補償。

サロンで事故があった時に…

美賠責美賠責美賠責
（美容所賠償責任補償制度）

1口 400円～の月掛金で
万が一の死亡保険金が 100万円

全美連独自の特別給付金も充実！

総合福祉総合福祉祉

いざという時に…

￮ 若いスタッフにうれしい！結婚、子供誕生祝金。
￮ 節目のお祝いに！還暦、古希、銀婚、金婚祝金。
￮ 健康が気になる世代に！人間ドック補助金。
￮ もしもの入院時にお見舞金など。

共済制度共済制度共済制度共済制度

2024.06

３つの安心共済

美賠責・休業補償共済制度 引受保険会社
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部第二課
〒160-8338 東京都新宿区西新宿 1-26-1 Tel 03（3349）5137
受付時間：平日 9：00～17：00（土日、祝日、12/31～1/3 を除く）

総合福祉共済制度 引受保険会社
ジブラルタ生命保険株式会社（事務幹事）、住友生命保険相互会社
ジブラルタ生命本社：〒100-8953 東京都千代田区永田町 2-13-10
コールセンター：Tel 0120（37）2269（受付時間：平日 9：00～18：00
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衛
生
管
理
講
習
会
を
受
講
し
ま
し
ょ
う
！

　
私
た
ち
美
容
師
が
お
客
さ
ま
に
安
心
・
安
全
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
は
、
衛
生
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
深
め

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
衛
生
上
の
問
題
発
生
の
防
止

お
よ
び
衛
生
水
準
の
一
層
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
美
容
組
合
で
は
衛
生
管
理
講
習
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
に
安
心
・
安
全
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
衛
生
管
理
講
習
会
を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
程
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
支
部
長
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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秋
田
市『
如じ
ょ
し
て
い

斯
亭
庭
園
ひ
な
人
形
の
展
示
』

　

３
月
３
日
の
桃
の
節
句
を
前
に
、
秋
田
市
旭
川
南
町

の
国
指
定
名
勝
「
旧
秋
田
藩
主
佐
竹
氏
別
邸
（
如
斯
亭
）

庭
園
」
の
主
屋
で
一
〇
〇
年
以
上
前
に
作
ら
れ
た
ひ
な

人
形
が
展
示
さ
れ
て
い
る
情
報
を
地
元
紙
秋
田
魁
新
報

で
知
り
、
仕
事
休
み
に
出
か
け
て
来
ま
し
た
。

　

お
昼
少
し
過
ぎ
た
頃
で
し
た
が
受
付
の
方
が
手
が
空

い
て
い
る
と
の
事
で
案
内
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
入
口

か
ら
の
案
内
板
に
四
季
折
々
の
庭
園
の
写
真
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
部
屋
の
日
本
間
に
は
人
形
が
展
示
さ
れ
て
い
て
一

目
見
た
だ
け
で
確
か
に
由
緒
あ
る
品
で
あ
る
事
を
感
じ

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
一
つ
一
つ
の
人
形
の
説
明

も
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
人
形
は
佐
竹
資
料
館
で
管
理

さ
れ
て
い
る
品
と
個
人
所
有
の
ひ
な
人
形
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
国
指
定
名
勝
と
呼
ば
れ
る
為
、
佐
竹
資

料
館
の
方
へ
掲
載
の
許
可
を
頂
き
、
後
で
知
り
ま
し
た

が
個
人
所
有
は
自
分
を
案
内
し
て
下
さ
っ
た
方
の
所
有

の
品
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
秋
田
市
内
に
居
る
の
に

申
し
訳
な
い
で
す
が
、
如
斯
亭
見
学
は
初
め
て
の
体
験

で
し
た
。

　

雪
の
季
節
で
庭
園
は
寂
し
い
限
り
で
し
た
が
、
暖
か

く
な
る
と
庭
園
内
に
水
の
流
れ
が
出
来
、
木
々
が
色
づ

き
始
め
る
と
鳥
の
鳴
き
声
も
…
ひ
と
時
の
癒
し
の
場
所

で
あ
る
事
を
認
識
し
て
来
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
～
３
月
16
日
㈰
ま
で
展
示
公
開

如斯亭へ続く道

内
だ い り び な

裏雛（佐竹資料館蔵）
江戸時代から続く老舗人形店・吉徳大光

内裏雛（桃柳軒玉山　作）
佐竹資料館蔵

秋田藩主佐竹氏別邸

中山人形

八橋人形

　

田
沢
湖
高
原
雪
ま
つ
り

　

２
月
16
日
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
で
前
日
か
ら
の
２
日

間
雪
ま
つ
り
が
開
催
と
の
事
。
家
族
を
連
れ
出
し
、
家

を
出
る
時
は
み
ぞ
れ
混
じ
り
の
天
気
で
あ
り
ま
し
た
が

会
場
に
着
く
頃
は
、
空
は
ど
ん
よ
り
で
し
た
が
、
何
と

か
雪
が
降
る
事
も
な
く
、
ス
キ
ー
場
駐
車
場
一
角
に
設

け
ら
れ
た
何
十
台
も
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
か
ら
食
欲
を
そ

そ
ら
れ
る
ニ
オ
イ
に
誘
わ
れ
会
場
へ
。

　

場
内
に
は
「
な
ま
は
げ
」
や
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

な
ど
の
雪
像
が
作
ら
れ
て
お
り
記
念
撮
影
し
て
い
る
家

族
連
れ
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
子
供
達
に
モ
テ
モ
テ

の
恐
竜
の
着
ぐ
る
み
の
方
も
握
手
し
な
が
ら
対
応
し
て

く
れ
て
お
り
又
、
秋
田
犬
保
存
会
と
思
わ
れ
る
方
々
が

秋
田
犬
を
連
れ
て
散
策
も
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
に

広
い
会
場
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
狭
い
な
が
ら

も
楽
し
さ
を
感
じ
て
来
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
を
し
な
く
な
っ
て
何
年
も
な
り
ま
し
た
が
、

滑
っ
て
い
る
人
達
を
見
て
何
か
…
湧
き
立
つ
気
分
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

横
手
の
か
ま
く
ら
へ

　

昨
日
か
ら
始
ま
っ
た
横
手
の
か
ま
く
ら
へ
出
か
け
て

き
ま
し
た
。
横
手
公
園
内
に
展
示
さ
れ
て
い
る
か
ま
く

ら
は
横
手
城
（
別
名
、
朝
倉
城
と
言
う
そ
う
で
す
）
を

バ
ッ
ク
に
何
基
か
作
ら
れ
て
お
り
、
病
気
や
身
体
が
不

自
由
で
行
き
た
い
場
所
に
行
け
な
い
子
供
達
と
ズ
ー
ム

を
通
し
て
接
待
し
て
い
る
か
ま
く
ら
も
あ
り
ま
し
た
。

秋
田
大
学
の
学
生
（
女
性
）
と
地
元
の
高
校
生
（
男

性
）
２
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
る
場
所
が
あ
り
、
私

も
接
待
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

秋
田
弁
で
の
「
よ
く
き
て
け
だ
ん
し
」（
よ
く
来
て

下
さ
い
ま
し
た
）
か
ら
中
で
お
餅
を
焼
い
て
食
べ
る
時

「
た
べ
て
た
ん
せ
」（
食
べ
て
下
さ
い
）
な
ど
若
い
人

達
の
濁
り
の
な
い
秋
田
弁
は
た
ど
た
ど
し
い
が
初
々
し

く
も
あ
り
、
秋
田
弁
は
自
分
が
先
輩
と
ば
か
り
気
取
っ

て
お
話
し
て
き
ま
し
た
。
10
分
ほ
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
し
た
。

　

そ
の
後
展
望
台
と
な
っ
て
い
る
横
手
城
の
中
を
見
学

さ
せ
て
頂
き
少
し
傾
斜
の
キ
ツ
イ
階
段
を
上
り
横
手
市

内
を
見
下
ろ
す
３
階
の
展
望
台
ま
で
。
各
階
に
は
色
ん

な
展
示
品
が
並
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
下
駄
ス
ケ
ー
ト

が
目
に
止
ま
り
ま
し
た
。
明
治
に
外
国
か
ら
入
っ
て
き

た
そ
う
で
す
が
高
価
な
ス
ケ
ー
ト
靴
を
買
う
事
は
困
難

で
、
長
野
県
で
か
ん
ざ
し
や
ハ
サ
ミ
を
作
っ
て
い
た
職

人
が
下
駄
の
底
に
鉄
の
刃
を
つ
け
下
駄
ス
ケ
ー
ト
を
発

明
。
日
本
中
に
流
行
。
そ
の
後
下
駄
ス
ケ
ー
ト
に
よ
る

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
も
開
か
れ
た
そ
う
な
。
凄
い

事
で
す
ね
。

　

横
手
公
園
か
ら
市
内
へ
車
で
移
動
。
横
手
川
の
川
原

で
は
多
く
の
ミ
ニ
か
ま
く
ら
が
綺
麗
に
並
べ
ら
れ
、
夜

に
な
る
と
一
斉
に
明
り
が
つ
い
て
幻
想
的
な
風
景
に
な

る
そ
う
で
す
。
明
る
い
内
に
帰
路
に
つ
い
て
し
ま
っ
て

後
悔
し
て
い
る
自
分
が
お
り
ま
し
た
。

雪まつり会場からすぐスキー場

人気であった恐竜の着ぐるみ

美味しそう～

昔のスケート（わらぞうり）みの横手城でのかまくら

かまくら内部 箱そり
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組 合 諸 制 度 利 用 状 況 令和７年２月１日～２月28日
■総合福祉共済制度
●特別給付金 （単位：円）

給　付　項　目 件　数 給付金額
結 婚 祝 金 0 0 
第 １ 子 誕 生 祝 金 0 0 
子 供 誕 生 祝 金 0 0 
人 間 ド ッ ク 補 助 金 1 10,000 
入 院 療 養 見 舞 金

（継続５日～29日入院） 0 0
（継続 30 日以上入院）
銀 婚 祝 金 0 0 
金 婚 祝 金 0 0 
還 暦 祝 金 1 10,000 
古 希 祝 金 1 10,000 
配 偶 者 死 亡 弔 慰 金 0 0 
子 供 死 亡 弔 慰 金 0 0 
長 寿 祝 金 0 0 

計 3 30,000 

●共済金 （単位：円）
給　付　項　目 件　数 給付金額

死亡保険金（病気等） 0 0 
高 度 障 害 保 険 金 0 0 
災害死亡保険金（事故） 0 0 
入 院 給 付 金（ 事 故 ） 0 0 
障 害 給 付 金（ 事 故 ） 0 0 

計 0 0 

■組合員献花・見舞金 （単位：円）
給　付　項　目 件　数 給付金額

献 花 0 0 
火 災 等 見 舞 金 0 0 

計 0 0 

■休業補償共済制度
請 求 件 数 ０　件
給 付 金 支 払 件 数 ０　件
給 付 金 支 払 総 額 ０　円

■美容所賠償責任補償制度
対　人 対　物

事 故 発 生 件 数 １　件 ０　件
保険金支払件数 １　件 ０　件
保険金支払総額 27,420　円 ０　円

■日本政策金融公庫融資制度
振興事業貸付 生活衛生改善貸付

申込件数 ０　件 ０　件
申込金額 ０　円 ０　円

つぶやき
ペンリレー

パート10
5

大曲支部　伊藤みわ子
　皆さんの中でもお好きな方が多いのではないで
しょうか「サラリーマン川柳｣｡
　つい、クスッ�と笑いが出る作品や、世の中を

チクリと皮肉る作品など良く気付くものだなー、上手だなーと毎回感
心させられます。
　そこで年頭に決めました。日頃の気付きを川柳にしようと。
「餅は餅屋　車は車屋　とても感謝」
　先日エンジンがかからずバッテリー交換をしてもらった時の句で
す。

『
古
希
祝
金
』

秋
田
南
支
部

　

子
供
の
頃
近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
今
の
自
分
と
変
わ
ら

な
い
年
だ
っ
た
!
事
に
最
近
気
づ
き
、
よ
く
ぞ
こ
の
年
ま
で
生

か
さ
れ
た
も
の
だ
と
、
父
親
が
四
十
代
で
亡
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
ま
だ
早
い
も
う
少
し
頑
張
れ
と
言
っ
て
く
れ
て
い
る
の
か

な
？
と
思
っ
た
り
、
幸
い
今
の
と
こ
ろ
病
院
に
行
く
事
も
な
く

健
康
で
あ
る
事
に
感
謝
で
す
。
お
祝
い
金
は
何
か
美
味
し
い
物

で
も
食
べ
に
行
こ
う
か
と
︰
思
い
が
け
な
い
祝
金
頂
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
古
希
祝
金
』

角
館
支
部

　

古
希
祝
金
を
頂
い
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

福
祉
共
済
に
加
入
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
頂
く
こ
と
が
で
き

て
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
褒
美
か
な
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
感
謝
し
て
働
い
て
い
き
た
い
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
還
暦
祝
金
』

羽
後
支
部

　

こ
の
度
は
、
還
暦
祝
金
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
日
ま
で
家
族
を
は
じ
め
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感

謝
し
な
が
ら
健
康
に
気
を
付
け
な
が
ら
元
気
に
仕
事
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
金
婚
祝
金
』

北
秋
支
部
　
小
林
　
陽
子

　

こ
の
度
は
金
婚
祝
金
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

主
人
と
ど
こ
か
出
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
も
全
美

連
総
合
共
済
制
度
の
お
か
げ
様
で
、
節
目
節
目
の
お
祝
金
、
入

院
し
た
と
き
も
、
お
見
舞
金
を
頂
き
、
あ
り
が
た
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
力
強
い

か
ぎ
り
で
す
。
共
済
保
険
に
入
っ
て
い
て
本
当
に
良
か
っ
た
で

す
。

『
人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
』

南
秋
支
部

　

初
め
て
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
50
代

最
後
に
自
分
の
体
の
状
態
を
知
り
、
元
気
な
60
代
を
過
ご
す
た

め
で
す
。
人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
の
お
か
げ
で
躊
躇
な
く
す
ぐ
申

し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
入
院
療
養
見
舞
金
』

北
秋
支
部

　

こ
の
度
は
腰
の
ヘ
ル
ニ
ア
を
患
っ
て
し
ま
い
、
手
術
の
為
入

院
生
活
と
一
カ
月
の
休
業
を
し
ま
し
た
。
病
院
代
も
か
か
り
ま

す
が
、
休
業
中
は
収
入
が
ゼ
ロ
に
な
る
の
で
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
そ
ん
な
中
で
見
舞
金
を
頂
い
た
事
は
大
変
あ
り
が
た

い
も
の
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
体
調
に
気
を
つ
け
て
、
組
合
員

と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

『
入
院
療
養
見
舞
金
』

男
鹿
支
部
　
杉
本
　
順
子

　

入
院
、
手
術
と
一
ヶ
月
仕
事
を
休
み
ま
し
た
。

　

じ
っ
と
し
て
い
る
と
一
番
つ
ら
く
て
リ
ハ
ビ
リ
が
て
ら
仕
事

に
復
帰
し
ま
し
た
。

　

健
康
第
一
と
言
う
言
葉
が
身
に
し
み
ま
し
た
。

　

福
祉
共
済
制
度
の
方
か
ら
入
院
療
養
見
舞
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

昨
年
も
福
祉
共
済
制
度
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

と
て
も
あ
り
が
た
い
制
度
で
す
ね
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

福
祉
共
済
制
度
利
用
者
の
声

お客様のご要望に合わせた臨店講習を随時行っております。
佐とう美容商会
秋田市河辺戸島字本町20-1
tel 018-882-2717 fax 018-882-4520
mail mimiy7.chanel1210@gmail.com
hp https://mimiy7chanel1210.wixsite.com/website

 
  
 

 

秋田支店 TEL: 0570-005597 

〒010-0001 秋田市中通５－１－51（北都ビルディング１階）

大館支店 TEL：0570-005626 

〒017-8567 大館市御成町２－３－38 


